
カンボディア王国

カンボディア国南東部国道1号線沿い地域農業総合開発計画

クサックサー湖地区ポンプ潅慨改修計画

チエイトム地区農業開発計画

ラオス人民民主主義共和国

メコン河流域ルアンプラバン州焼畑対策小規模潅概計画

プロジェクトファインディング調査報告書

平成8年10月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会



ま え が き

株式会社 三蔵コンサルタンツは､社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会の補

助金を得て､平成8年9月10日から9月30日までの21日間にわたって､カンボディア王

国及びラオス共和国の農業農村開発のプロジェクトファインデイング調査を行った｡

カンボディア王国は､平成3年12月に過去13年間続いた内戦状態に終止符が打たれ､

同国の復興に対し各国の支援が積極的に実施されている｡特に､全人口880万人の約85%

が従事する農業分野の復興が､最重要課題として位置づけられている0

今回カンボディア王国で実施した3件の農業農村開発計画案件は､いずれもメコン河の

氾濫域及びその近接した地域であり､開発のポテンシャリティも高く､かつ治安の心配

のない地域である｡

ラオス国政府は､第2次国家開発計画の効果･結果を検討し､第3次計画で農業生産向上

の方針を強く打ち出し,農村部の食糧自給自足の達成､森林保全(焼畑農業及び森林伐採

の抑制)､農産加工業の拡大､農産物の輸出等の推進を通して農村部の貧困を打破し､農

村社会生活を改善することを第3次計画の中心課題としている｡

今回調査を実施した地域は､食糧の供給の多くの部分を焼畑農業に負っており､環境

破壊を引き起こしている｡従って､焼畑農業を減少させる事は国家的な急務であり､本

案件は低平地の藩政農業の強化により高地農民の吸収と食糧の自給を達成することを目

的としている｡

上記案件はいずれも日本の技術協力並びに経済協力に対して期待するものが大きい｡

将来､これらの事業計画が日本政府の協力する案件として取り上げられ､わが国と当該

国の技術･経済協力として推進されることを期待敦します｡

平成8年10月

株式会社 三扉右コンサルタンツ

取締役社長 渡 辺 滋 勝
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1.カンボディア国南東部国道1号線沿い地域農業総合開発計画

1.事業の背景

1.1カンボディアの農業

カンボディアは国土の60%は森林に覆われており､耕作地は約10%Bこすぎない.水稲

に適した自然環境を有することから､耕作地の85-90%は雨期1期作の稲作が行われて

いる｡国民の約8割は農業に従事しているが､自給に必要とされる年間240-250万ト

ンには達しておらず､自給の難しい状況にある｡

現在,カンボディアの稲作の86%は天水低地農業であり､仝耕地において藩政施設の

整備は約20%しか普及していない｡

1990-95年の5年間でGDPは平均年5.9%の速さで伸びている｡これまで経済成長を

担っていたのは農業分野､特に稲作であったが､この5年間においては成長率は2.6%8こ

とどまっており､他分野の9.5%の成長率と比べて著しく低い｡

これは農村部における食糧確保が不安定であることを示しており､この間題はカンボ

ディア政府にとって最も大きな課題であると思われる｡農業生産の安定､拡大のため

には藩政システムの整備が必要と考えられる｡

l.2 第1次社会権清閑発計画(1996-2000)における農業開発

1994年2月､和平実現過程及びSNC-UNTACによる暫定統治時代を経て成立した新政

権は､従来のプノンペン政権時代の5カ年計画を取りやめ､代わって国家の復興と再建

を緊急の課題とし､国際社会からの支援を受けつつ国家の開発を進める｢カンボディ

ア復興開発国家計画｣ (1994-95)及び｢社会経済復興計画｣ (1994-95)を策定した｡こ

れらの成果を引き継ぎ､ 1996年2月､計画省は｢第1次社会経済開発計画｣ (1996-2000)

を策定した｡

本計画においてカンボディア政府は農業農村開発を最重要課題と考え､以下のよう

な政策をあげている｡

①米､その他2次的食糧作物の生産拡大を通して食糧の安定的供給を確保す

る｡

② 農産物の輸出振興により経済成長並びに外貨の獲得に貢献する｡
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③ 作物生産の多様化を図ることにより､農家収入の向上を目指す｡

基本的には豊かな土地資源と水資源を活用した農業の再建に高い優先度を置き,こ

れにより国民の大多数が生活する農村の生活水準を引き上げ､ひいては経済の発展､

国内自立､対外依存からの脱却を果たす事を目標としている｡

1.3 本事業の背景･経緯

調李対象地域は､カンボディアの南東部に位置し､ヴイエトナム-通じる国道1号線

の上下流に広がる広大な平野部で､プレイペン州､スパイリエン州に広がっている｡

プレイペン州はメコン河流域であるが､スパイリエン州はバイコ川の流域であり､港

概用水確保のため､メコン河の水を導水することが長い間大きな課題となっている｡

さらに､長い内戦のため､農業基盤施設及び農村社会基盤施設は全く整備されておら

ず､農業及び農村をとりまく環境は厳しい.このため､農業省港親水利局(GDIMH)は

用水源の確保と農業･農村環境の整備により,農業生産の向上と安定､さらに農村生活

環境の改善を早急に図りたい意向である｡

2.調査対象地城の概要

(1)位 置

本調査対象地域はカンボディア国南東部のプレイペン州､スパイリエン州に位置

し､ヴイエトナムに通じる国道1号線の上下流に広がる広大な水田地育(総対象面積約

78万ba)である｡直接受益地であるスパイリエン州はロメス･へツタ､ラムドール､ス

パイリエン､スパイテツプ､カンポンロー､チャントレの6地区からなっており､総面

積は29万baである｡

(2)人 口

スパイリエン州の人口は約44万人(1994年)であり､年人口増加率は3.26%と全国平均

の3.0%よりも高い｡労働人口のほとんどは農業に従事している｡

(3)地形･地質

調査対象地域の標高は3m-15mで平均約5mの平坦な地形である｡主な河川は地域

内を北西から南東に揺れるプレック.夕･テ川とバイコ川である.夕･テ川はヴイエト
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ナムに洗下してからは､サイゴン川と呼ばれている干潮河川である｡また､バイコ川

はスパイリエン市北部でスパイリエン川となり､雨期には同市周辺の数千haが毎年の

洪水により湛水被害を生じている｡平野部のほとんどはシルトや粘土からなる古生沖

積層であるが､耕地に適さないラテライト層が一部に認められる｡一般的に表土は柔

らかく透水性は低い｡

(4)気象･水文

1965年に気象局で公表されたスパイリエン市の気象観測データは以下の通りである

が､河川の水位や流量の観測データは皆無である｡

気温(oC):最高気温 24年間平均､最低気温15年間平均

1月 2月 3月 4月 5月
-6月

7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

最高 31.7 33.4 34.9 35.2 35.5 32.4 31.7 31.6 30.8 30.7 30.6 31.1 32.5

最低 20.9 21.5 23.0 24.3 24.7 24.4 24.2 24.4 24.4 24.3 23.5 21.7 23.4

相対湿度(%)

1月 2月 3j1 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

平均 74.6 72.3 72.5 75.0 82.4 84.4 84.7 84.4 86.6 86.I 82.4 78.5 80.3

蒸発散量(mm) (1931-60)

1月 2月 3月 4月 5月 6j] 7月 8月 9月 10月 11月 12j] 合計

平均 117.8 128.3 155.0 135.0 93.0 84.0 80.6 83.1 72.0 71.3 90.0 111.6 1,222.3

降雨量(mm) (1917-63)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12j] 合計

平均 12.7 8.0 32.3 113.1 188.2 199.5 195.5 177.6 271.6 332.9 190.6 56.1 1,778.1

3.事業の目的

短期的目標

一 産漉システムの拡大により､米生産の増大を目指すo

長期的目標

一 農業開発により,農村貧困篠和を目指す.
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4.事業の基本構想

調査対象地域の面積は約78万haで､このうち､スパイリエン州において耕作されて

いる20万baが受益地となる｡乾期は藩概用水がほとんど皆無である辛から､栽培面積

はゼロに等しい｡

カンポンローエイ地域においてはヴイエトナムの国境に位置する水路を藩混用水源

としており､ヴイエトナム政府からもそれに対するクレームがきている｡このような

状況から､カンボディア政府はバイコ川等他河川から導水することを計画している｡

また､他地域に関してもプレックトラペック川或いはクサックサー湖からの導水を含

めた取水のための代替案が想定されており､これらに関しても技術的､軽済的観点か

ら最適位置並びに規模を選定する｡さらに､土地利用計画､作付け計画､施設計画､

農村環境整備計画等からなる農業絵合開発計画を策定する｡

(1)スパイリエン州約20万baの全耕地を対象とする農業開発計画のM/Pを策定する｡

本計画は天水及び藩政農業開発計画と土地利用計画､農村開発､優先事業の選定

から構成する｡

(2)港就農業開発計画は以下を含むものとする｡

一 既存港概･排水システムの改修

- トンレトチ川､プレック･トラペック川及び運河等からの藩政用水源の確保

及びプレック･ターテ川､バイコ川等への排水施設の建設

一 河川及び貯水池から耕地への港洗用水分配システムの建設

(3)ヴイエトナムとの国境付近カンポンロー地区のカンポンローエイ地域及び調査に

より選定した地域における藩政用水供給計画の検討及びF/Sを実施し､主な施設設

計及び実施計画を策定する｡

(4)カウンターパートに対し技術移転を行い､農業技術者の育成を目指し､他地域に

おける自発的開発を目指す｡
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5.総合所見

前述の通り､第1次社会経済開発計画において､農業セクターにおける食糧の生産拡

大及び農村地域の生活環境の改善は､最重要課題として挙げられている｡本地域の農

業開発計画の実施はそれらの課題をクリアするのみならず､現在ヴイエトナムとの国

境の河川から導水していることから､水源を変更することにより､カンボディアと

ヴイエトナムの関係改善も期待できる｡そのことからも､本計画はカンボディア政府

にとって優先度の高いものである｡

我が国はこれまでにもカンボディア国において｢メコン河氾濫地域農業開発計画調

査｣､ ｢バッタンバン農業技術センター計画調査｣等農業開発計画を実施してきてお

り､これらの経廉及び専門性を生かし､本農業開発計画を実施することが期待されて

いる｡
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2.クサックサー湖地区ポンプ濯漉改修計画

1.事業の背景

1.1カンボディアにおける稲作

カンボディアの農業は､国民の約8割が従事し､ GDPシェア48.2%を占める同国最大

の産業である｡国土の60%は森林に覆われており､耕作地は10%余りにすぎないが､水

稲に適した自然環境を有することから､耕作地の85-90%は雨期1期作の稲作が行われ

ている｡

主な農業生産地域はプノンペン以南のメコンデルタと､トンレ･サップ湖周辺に広が

る湖水平野である｡

トンレサップ水系においては主に浮稲(直撒き､手入れなし)に象徴されるように非

常に粗放的な生産方法に頼っているのが特徴である｡メコンデルタ周辺地域について

は1979年以降､治安が安定していること､また､現場-のアプローチが比較的容易で

あること等の理由からNGO並びに政府間援助により農業のための支援がなされている

が､未だ十分な状態ではない｡

本計画対象地域であるプレイペン州もこのメコンデルタに位置する｡

l.2 濯激に係わる開発計画

ほとんどの既存港概施設は乾期のために超過流量を蓄えることができる貯水池を持

たないため､雨期に機能しているにすぎない｡また､これらも1970年代に建設された

が､不適切な設計､不完全な工事､維持管理の不備により､現在使用できないものが

多い｡既存港概･排水施設を改修､及び新規建設は､農業セクターを拡大するうえで､

最重要視されている｡

港概開発の戦略としては､以下の戦略が上げられている｡

1･カンボディア国民による長期的在親閲発のための水利局の強化

2.既存藩政施設の改修､維持管理強化による有効利用

3.コメの増産を目的する乾期の藩政地区拡大のための貯水池の建設

4.デモンストレーションファームによる潅概農業技術の拡大
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農業省による藩政地区拡大のための目標計画を以下に示す.

Tentative Plan of lrrigation Area Development

Year
AnnualTota1 R血ySeason DrySeason

(ba) (ba) (ba)

1990 360,000 252,000 108,000

1991 410,000 287,000 123,000

2000 500,000 350,000 150,000

2005 640,000 450,000 190,000

2010 860,000 600,000 260,000

Source ; Mimistry
of

Agriculture

2.調査対象地域の概要

2.1メコンデルタの概況

メコンデルタはコンポンチャムやプノンペン付近を頂点とし､タイ湾沿岸を西南

端､メコン河最下流部派川バイコ川の東側枝川を東南端とする4万9,520kn2の広がりを

持つ巨大な三角形平野である｡北東部のタイニンにある独立した山塊と西部のロンス

イエン近傍の小山以外はまったく低平平坦(デルタの地表勾配は約o.oo85)である｡デ

ルタの北側はカンボディア､南側はヴイエトナム領であるが､カンボディアに所属す

る分が全デルタの26%､ヴイエトナム領所属分が74%である｡

デルタはメコン河が流し出した土砂によって形成された沖積層からなる｡ 9月から11

月にかけては河川が増水し､洪水は川岸から溢れ､ 100万一400万h以上の土地に氾濫

する.洪水で氾濫した河川には泥が混ざっているが,比較的粒度の粗い労引まメコン河

本流やバサック河の河岸に沈殿するので､河に沿って畝状の自然堤防ができる｡その

自然堤防の背後の低地には粒土の細かい､粘土分をたっぷり含んだ洪水が氾濫し､沈

殿するo このような自然堤防とその後背氾濫低地はメコンデルタの上流側で特に発達

しており､下流部に行くに従い,自然堤防がなくなり､氾濫が一面に浅く広がる.
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2.2 メコンデルタの農業

メコンデルタの農業はほとんどが稲作である｡近年､藩政化が進められ､各所で高

収稲の栽培が進行しつつある｡前述のとおり､メコンデルタは平坦であるため､重力

による藩政は困難で揚水によるほかはない.デルタの土壌はメコン河の沈殿した微細

な泥土から成る粘土質で､肥沃度は中程度であるが､一部には強酸性や他の毒性要因

となる硫酸性を帯びていて､日に干されて水気を失うと強酸性となり､周辺の土地や

水を酸化する土壌もあり､目的が潅漉であろうとなかろうと常に水管理をすることが

必須である｡

上記のような強酸性の土地を除き,デルタの大部分の土地は､排水を十分行い､洪

水をコントロールし､施肥も十分行われれば､農業生産性を大いに高めることが可能

である｡

2.3 プレイペン州の概況

(1)プレイペン州及び調査対象地域の位置

プレイペン州はプノンペン南東部に位置する｡州西部にはトンレトチ川が流れてい

るo調査対象地域はプレイペン市の南東約20kmにあるクサックサー湖東岸約1万haで

あり､クサックサー湖とトンレトチ川は約7kmの水路で連結している｡

州内の土地利用状況を次頁に示す｡
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LAND COVER ATLAS by LANDSAT PreyVengAre&in kn2 wd (%)

1973 1985 1992

1 Urban/cities(U) 0 0 0

2 Paddy丘elds(Ar) 2,541 3068 3594

3 Recedingandfloatingricerlelds(Al) 0 0

SⅥbtota12-3 (100)2,541 (121)3,068 (141)3,594
4 Uplanderopsonslopeterrain(Au) 5 17 37

5 Swiddenagriculture(As) 1 4 50

6 Orchards(Ao) 0 0 0

7 Plantationofrubber(Ap) 0 1

8 Fieldcropsontheriverbankfloodedareas

(AV)
5 458 708

Subtota14-8 ll (4,359)479 (7,236)796

9 Evergreen forest(Fe) 154 14 21

10 Coniferous forest(Fc) 0 0 0

ll DeciduouSforeSt(Fd) 0 0 0

12 Mixed forest(Fx) 0 0

13 Secondary forest(Fs) 41 6

Subtota19-13 (100)154 (36)55 (18)27

14 Floodedforest(Ff) 385 302 79

15 Floodedsecondaryforest(Fsf) 48 14

16 Mangrove forest(Fm) 0 0 0

Subtota114_16 (100)385 (91)350 (24)93
17 Woodlandsofscatteredtrees(St) 2 34

18 Naturalsbrublands(Sn) 276 315 167

19 Abandonedsbrublands(Sa) 71 0

20 Swamps(Ss) 12 0

Subtot.al17-20 (100)276 (145)400 (73)201
21 Grasslands(G) 1,247 0 0

22 GrassSaVannab(Gs) 0 10

23 Floodedgrass1ands(GL) 32 32

24 AbandonedgrasslandS(Ga) 8 8

25 Marshes(Gm) 21 0

Subtota121-25 (100)1,247 (5)61 (4)50
26 Watersurface(W) 199 434 74

27 Barrenlands(B1) 34 0 12

Grandtota1 4,847 4,847 4,847

Source ･･ FÅo, UNDP･ Mekong Secretariat ``Cambodia Land Cover Atlas, 1994" utilizing
LANDSAT - TM images (1992 / 93)and LANDSAT - MSS images

of(1985
/ 87

and 1973/76)
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(2)プレイペン州の人口

カンボディア国の人口はプノンペンとその周辺7州(コンポンチャム､プレイペン､

カンダール､タケオ､バッタンバン､シャムリアップ､コンポントム)に特に集中して

おり､全体の69%を占める.プレイペン州の人口はカンボディア国絵人口約1千万人の

うち､ 8.5%8こあたる約99万人(1996年2月)である.

(3)自然条件

プレイペン州の気候は､ 5-11月が雨期､ 12-4月が乾期である｡雨量のピークは9

月であり､ 1カ月で約500mmの僧雨があり,河川が増水するo年間降雨量は約1,900

mmであるo年間を通し､最低気温は15oC(1月),最高気温は38.5oC(3月)程度である｡

プレイペン州の降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

降雨量 46.2 39.0 234.7 199.3 198.1 234.0 487.9 321.8 112.0 19.2 1,892.2

出典: AGRICULTURAL STATISTICS 1995

(4)プレイペン州の農業

1995年現在､プレイペン州は全国第1位のコメの生産地であるo絵面積は286,051ha

で､そのうち耕作されているのは261,745haである｡次表からわかるように､生産高は

549,625トンと全国生産高の約15`臥1ha当たりの収穫高は1.85トンを占める｡

しかしながら､本計画対象地域耕地であるクサックサー湖地区においては天水依存

の雨期作及び湖沼周辺の洪水の減水を利用しているにすぎず､ほとんど収穫がない｡
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Rice 1995

No. Location

Cultivated

areas

(ha)

Harvested

areas

(ha)

Yield

(Tnla)

Production

(T)

1 PhnonPenh 9,850 8,308 1.89 15,810

2 Kandal 92,694 87,837 2.66 249,125

3 KampongCham 191,140 191,140 1.70 325,000

4 SVayRieng 159,797 152,627 1.39 214,500

5 PreyVeng 286,051 261,745 1.85 549,625

6 TaXeo 237,577 229,871 1.90 437,312

7 KompongThom 127,847 111,914 1.46 162,960

8 SiemReap 185,665 174,500 1.43 251,535

9 Battambang 175,751 147,791 2.00 295,120

10 BanteayMeanchey 141,688 102,820 1.44 148,557

ll Pursat 81,039 71,879 1.47 105,256

12 KampongChhnang 87,269 83,964 1.82 150,791

13 SihanoukVille 8,807 8,003 1.71 13,765

14 Rep 2,594 2,594 1.59 4,150

15 ⅩamPot 131,664 129,719 1.66 215,021

16 KohKong 5,193 5,072 1.59 8,115

17 KompongSpeu 85,658 79,284 2.17 171,810

18 PreabVibea 17,000 17,000 1.80 30,600

19 StungTreng 13,500 13,500 1.70 22,950

20 Rattanakiri 12,997 12,997 1.70 22,095

21 Mondulkiri 5,514 5,514 1.70 9,380

22 Kratie 26,696 25,962 1.88 44,350

Total 2,085,991 1,924,041 1.79 3,447,827

Source ;仙Agricultural Statistics, 1995H, Department ofPlanning and Statistics,

Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries
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3.事業の背景

本対象地域にはボルボト時代の1976-77年に北朝鮮の援助によりポンプ場が建設され

たo藩政システムは約1,200m2のポンプ室､口径600mmのポンプ6セット及び幹･支線水

路約20kmであったが､内戦中にシステムは破壊され､現在は使用不可能となっている｡

水源であるクサックサー湖は､トンレトチ川と約7kmの水路で連結しているが､水路は

土砂の堆積により､十分な通水能力はなく､河川改修が必要である｡

4.事業の基本構想

農業セクターを拡大するうえで､既存藩政･排水施設を改修することは最重要視されて

いることから､プレイペン州の本調査対象地域においてポンプ及び水路の改修等､藩政

システム改修計画を策定する｡主な計画内容は以下のとおりである｡

1.トンレトチ川とクサックサー湖を結ぶ約7kmの水路の改修計画の策定

2.クサックサー湖の水利用可能量の検討

3.天然資源を有効に利用した土地利用計画の策定

4.ポンプ施設計画の策定

5.既存ボルボト水路の改修を含む潅漉･排水システム計画の策定

6.対象地域地形図の作成

5.総合所見

食糧自給達成に向けての今後の生産増大のためには､まず藩政施設の復旧が必要であ

り､現在の極めて低い単位収穫量をせめて2.0トンnla程度にまで向上させることが必要と

されている｡現在､プレイペン州の農業のほとんどが天水依存の雨期米作及び湖沼周辺

の洪水の減水を利用したセッションライスであり､乾期の作付けは水源不足と港概シス

テムの崩壊のため､なされていない｡プレイペン州はその自然条件も稲作に適している

ことから､藩政システムの改修による稲作増産の期待は高い｡本計画実施により､乾期

作及び雨期作約6,000baがそれぞれ作付け可能と見込んでおり､事業の実施が早急に求め

られている｡
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3.チエイトム地区農業開発計画

1.事業の背景

1.1メコン河流域の洪水と農業

メコン河は農業及び漁業に多くの恩恵をもたらしている｡洪水時には､洪水氾濫域

内の農地の多くが水面下に没するが､肥沃な泥土を含んだ氾濫水は農作物生産にとっ

て重要な役割を果たしている｡また､洪水の氾濫水は魚の回遊を促し､湛水域やトン

レサップ湖周辺の林地にある魚の産卵場所を保全している｡

農業土地利用は湛水していない時期に限られるため､営農形態は限られ､雨期作水

稲が中心であるが､気候､特に干害及び洪水に影響されやすい｡従って､農民は様々

なリスクや条件を考慮して栽培体系を採用し,コストのかかる農業資材の投入を行わ

ずに､主に自家保存してきた在来の感光性品種を作付けしている｡

また､洪水氾濫域は､洪水ピーク時には洪水を一時的に貯留することから､メコン

河下流域､特にヴイエトナムデルタ-の洪水調整機能としての役割を果たしている｡

また､氾濫域からの定常的な流出がヴイエトナムの南部デルタへの塩分侵入を制限し

ている｡

1.2 既存濯浩施設の概況

ほとんどの既存藩政施設は乾期のために超過流量を蓄えることができる貯水池を持

たないため､雨期に機能しているにすぎない｡また､これらも1970年代に建設された

が,不適切な設計､不完全な工事､維持管〕星の不備により､現在使用できないものが

多い｡既存藩政･排水施設を改修､及び新規建設は､農業セクターを拡大するうえで､

最重要視されている｡

既存港漉システムとしては､湖沼及び湿地周辺では､水路､堤防､貯水池,小規模

ポンプ及び伝統的な揚水からなる低平地港叔システムが主である｡これらのほとんど

は1975-79年のボルボト政権時代に建設されたものであるが､約75%は全く機能して

いない状況にある.

次頁に既存藩政施設の一覧を示す.
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Summary of E由ting Imig&tion Systems

Existing(ha) Potential(ba)

<100 100-500 >500 Total <100 100-500 >500 T○tal

Totalarea(ha):

-wetseason
7,903 46,599 118,225 172,727 5,657 67,706 345,981 419,344

-dryseason
9,190 31,225 63,241 103,656 ll,590 46,201 129,229 187,020

Number○fsystem 464 294 83 841 283 380 178 841

Dateorconstruction:

-Before1953
23 39 15

9

54

5

77 14 44

62

19 77

-1953-75 73 47 129 46 21 129

-1975-79 336 191 581 209 243 129

9

581

-1980&aft.er 32 14 54 14 31 54

Statusofsystems:

-Fu11yoperationa1 133 37 6

77

0

176 N/A N/A NノÅ N/A

-Partiallyoperational 217 256

0

550 N/A N′A N/A N/A

-Notoperationa1
115 115 N/A N/A N/A N/A

Watersource:

-Reservoir 373 259

7

8

35

4

56

4

1

20

2

669 230

2

46

4

1

319 119

9

2

45

3

669

-Lake
13 24 13

7

37

3

24

-MajorriVer
46 55 55

-Minorri▼er

-Stream

31

1

86

7

86

7

Pumpedsystems 24 13 7 44 2 25 17 44

Cropplng:

-Wetseasononly 143 126 35 304 86 98 50 234

-Dryseasononly 175 100 21 296 162 106 39 308

-Wetanddryseasons
31 68 27 126 34 176 89 299

Yields:

Wetseason:

-<1.5仙a 90 103 30 223 20 53 19 92

-<1.5-2tJha 77 80

7

35

23

2

7

22

2

180 75 180 95 350

->2仙a

Dryseason:

-<2仙a

18

58

27

100

38

57

35

45

18

18

91

120

-2-3tnla 159 85 266 231 111 49

6

391

->3仙a
39 15 56 48 41 95

Potentialwaterconstraint N/A N/A N/A N/A 50 182 87 319

PotentialsoilsconSt.Taint N/A N/A N/A ド/A 25 64 24 113

Source ; Report on Socio-Economic Survey ofCanbodia 1993 / 94
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2.調査対象地城の概要

(1)位置､人口等

調査対象地域はカングール州の北東部に位置し､総面積は約1万baである｡そのうち

約50%は農地である｡調査対象地域の南東に位置するトンレトチ川は､河川延長115

km､流域面積3,063km℡を持つメコン河の支流であり､メコン河の洪水を分流する機能

を有する｡州の絵人口は約98万人(1996年2月)である｡

(2)自然条件

カンダール州の気候は､国内他地域と同様雨期と乾期がはっきりと分かれた熱帯モ

ンスーン気候である｡年平均降雨量は約1,400mmで､ 5-10月が雨期､ ll-4月が乾期

である｡雨量のピークは10月であり､ 1カ月で約500mmの降雨があり､しばしば洪水

を引き起こす｡

6月から7月には10-15日間の連続した晴天があるが､不規則であるので農業に影響

を及ぼしている｡

カングール州の降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 S月 9月 10月 11月 12月 計

降雨量 29.5 36.4 115.7 293.5 115.4 l16.1 193.8 4$1.4 4.7 0.0 1,387.1

出典: AGRICロLTロRAL STATISTICS 1995

(3)農業

カンダール州はプノンペン北東約40km,メコン河左岸の東に位置する｡

カンダール州の耕地面積は92,694baで､そのうち耕作されているのは87,837haであ

る｡生産高は249,125トン､ 1ha当たりの収穫高は1.89トンを占める｡周辺5州(クラ

ティエ､コンポンチャム､カンダール,プレイペン､タケオ)のうち､カンダール州は

平均収量､ 1世帯当たりの農家収入ともに最も大きい｡

カンダール州には低平地藩政システムが64地区ある｡主要河川や支線を水源とする

システムは12地区にあるが､機能しているものは少ない｡

州の土地利用状況を以下に示す｡
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3.事業の背景

本対象地域にはボルボト時代に建設された港漉施設があるが､内戦や1991年の洪水に

よりほとんど破壊されており､現在は約3,500haの天水依存の雨期作が行われているにす

ぎない｡当地域は､雨期にはメコン河の増水による洪水被害を受け､乾期には水源であ

るトンレトチ川に取水施設がないため､作付けが全くできない状況にある｡現在､カン

タール州の農家はプノンペン周辺に農家と比べても農村社会基盤や農業基盤施設の整備

状況は極めて低い｡

水利局はカングール州の中でも当地域の開発を最優先として位置付け､当地域を開発

することにより雨期作約5,000ba及び乾期作約2,000haが作付け可能としている｡

4.事業の基本構想

農業セクターを拡大するうえで､既存港概･排水施設を改修することは最重要視されて

いる｡また､農村道路の改修や新設等を行うことによる農業への貢献度は大きいことか

ら､農村インフラを含めた農業開発計画を策定する｡主な計画内容は以下のとおりであ

る｡

1.洪水防止の堤防位置の検討

2.トンレトチ川からの取水量､取水方法,取水施設等の検討

3.天然資源を有効に利用した土地利用計画の策定

4.土地利用計画(対象的1万ba)の策定

5.農村インナラ整備計画の立案

6.既存ボルボト水路の改修を含む藩政排水システムの計画

7.対象地域地形図の作成

5.総合所見

農業開発計画は､国内資源の潜在能力を効果的に開発することであり､藩政施設の復

旧を進め､農産物の生産高を増加させることは､カンボディア経済を発展させる上で､

最も可能性の高い戦略である｡
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小規模港故事業により､雨期初期にある程度の用水量が確保できれば,田植え時期を

早めることが可能となり､雨期作水稲の生産を安定させることができる｡また､乾期の

畑作物の導入も可能になり､農業生塵の拡大を図ることができる｡

当地域では現在3,500haの天水依存の雨期作が行われているにすぎないが､洪水対策を

含め,既存藩政施設を改修することにより雨期作約5,000ha､及び乾期作約2,000haの作

付けが見込まれる｡また､カンボディア国においては農民による水利用のための組織が

確立していない｡施設の維持管理を持続させるうえで､水管理に係わる農民組織づくり

も検討することが必要である｡

水利局はカンタール州の中でも当地域の開発を最優先として位置づけており､早急な

事業の実施が期待されている｡
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4.メコン河流域ルアンプラバン州焼畑対策小規模濯漉計画

1.事業の背景

1.1ラオス国の概要

ラオスは､タイ､ミャンマー､中国､ヴイエトナム､カンボディアの5カ国に囲まれ

た内陸国で､一人当たりGDPは約290USSでアジアにおける最貧国の一つである｡

国土面積は23･7万km2で日本の本州と同じ面積を有するが､標高2,800mの山を含む

uJ岳地域が80%を占める山国であり､人口460万人､人口密度は19人血m2と非常に希薄

である｡

ラオスは1975年の社会主義政権誕生以来､社会主義経済建設を基本路線とし､旧ソ

連､東欧諸国､ヴイエトナム等からの援助を受けながら､長期経済計画に基づいて経

済開発を推進してきた｡ 1980年代半ばに起きた旧ソ連のペレストロイカに代表される

社会主義改革の波が､ 1986年にラオスにも起こり､経済､政治､文化等のあらゆる面

で社会主義体制の枠内での自由化を進める｢チンタナカーン･マイ(新思考)｣政策指針

が打ち出されると共に､同年の第4回党大会で｢新経済メカニズム(NewEcon.mic

Mechanism:NEW)｣と呼ばれる経済改革が､国家目標として正式に承認された.

NEMの具体的内容は, (1)政府が生産目標を決定する計画経済方式の廃止､ (2)国営企

業の経営･金融面での自主運営化､ (3)外国投資法の制定を含む法制度の整備､ (4)価格

の市場決定原則の導入､ (5)実勢を反映した単一為替レートの設定､ (6)補助金の撤廃､

(7)税制の改革､ (8)通貨･銀行制度の再編等を含む広範なものであった｡

ラオスは､短期間のうちにこれらの政策を押し進めたために､急激なインフレの一

時的な進行､財政赤字の拡大を招いたものの､世銀やIMFによる構造調整融資を受け

て,市場経済化を柱とした経済改革を実施し,その成果を得て, 1993年にはIMFから

拡大構造調整融資を受けることが決定し,更なる経済改革の遂行､財政赤字の縮小に

取り租んでいる｡

ラオス経済はGDPの約60%を農業部門が占めている｡従って､全体のGDP成長率は

農業部門の成長率の動向に大きく左右される｡農業部門は天候によって大きく左右さ

れるため､年度によって成長のばらつきがあるものの､ 1989-93年の年平均成長率は

4.4%であり安定した成長を続けている｡
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1.2 ラオスの農業

ラオスは､就業労働人口の85%が農業部門に従事する農業国である｡ラオスの主要な

農産物は,米､とうもろこし､さつまいも､コーヒー､タバコ等であるが､なかでも

米は最も重要な農作物であり､その生産額は国内総生産の約30%を占めている｡タイ国

との国境を流れるメコン河に沿った平野部は農業に適した肥沃な土壌で､ラオス国内

の米生産の約60%がこの地域で生産されているが､その多くは天水農法による栽培であ

る｡また､メコン河の水位上昇による排水不良や湛水被害を受けることがあり､米の

収穫高は気象､水文の自然条件に左右されやすい｡ 1995年の米の生産高は142万トン

で､この内訳は､雨期作107万トン､乾期作5万トン､陸稲30万トンである｡陸稲30万

トンは高地での焼畑農業によるものである.ラオス国は1980年代の半ばには計算上､

穀物の自給自足を達成している｡しかし､これは全国を平準化した場合であり､地域

によっては未達成の地域が多い｡国内の輸送網が整理されていないために穀物の国内

融通が困難であり､米の不足する地域では､それぞれタイやヴイエトナム等の周辺国

から輸入している状況にある｡

1.3 本手業の背景

農業生産の観点からラオスを概観すると2つの特色ある地域に分類される｡一つは､

メコン河沿いに形成された平野部である｡全水田面積約40万haのうち約8割を占める主

要な農業生産地帯となっており､もち米の栽培が主に行われている｡農業生産の自然

的阻害要因は干ばつと洪水である｡年間降水量は1,500-1,700mmと日本並の降水量に

恵まれているが､ 5月から9月の雨期に集中して降る｡水田のほとんどは天水田であ

り､在概はメコン河､またはその支流からのポンプ港概であるが,ヴイエンチャン周

辺を除くと極めて少ない｡

二つめは､北部及びヴイエトナム国境地帯に広がる山岳地域(北部シェンクアンと南

部ボロベンに代表される高原部を含む)である｡この地域では焼畑による森林面積の減

少が環境問題となっている｡焼畑による陸稲畑30万baの大部分がこの地域に点在す

るo この地域は､小規模重力港概の適地であり､藩政開発は焼畑農民の水田農業への

定着のための有効な手段として推奨されている｡
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農業省藩政局は､これらの山岳地域に村落共同体が参加する形での小規模痘痕開発

を実施し､米生産の増大と焼畑農業の減少を図りたい意向である｡

2.調査対象地域の概要

(1)位 置

調査対象地域は,ラオス北部の山岳地域､首都ヴイエンチャンの北方約200kmに位

置するルアンプラバン州である.同州には標高2,257mのSoy山､ 2,079mのLaopyLIJを

はじめ1,000mを越える峰々が北部に連なり､ Ou)Il､ Tha川､ Khane川等の河川が谷を

刻み､河川沿いに狭い平地を造りながら標高200mのメコン河に注いでいる｡ルアンプ

ラバン州の面積は16,900km2で､ルアンプラバン地区､キュングエン地区等11地区､

約1,200の村落,約6万世帯で構成されている｡

(2)人 口

ルアンプラバン州の人口は約37万人であり､年人口増加率は2.94%で全国平均の

2.62%よりも高く,人口密度も22人瓜m2で全国平均よりも高い.

(3)気象･水文

1995年版の基礎統計資料によるとルアンプラバン州の気象観測データは以下の通り

である｡河川の水位や流量の記録は皆無である｡

項目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

気温(○C) 19.6 20.2 25.7 29.2 27.5 27.9 26.4 26.3 26.1 25.2 21.6 17.3 24.4

日照時間Olr) 175.7 203.8 223.7 268.0 220.4 146.4 98.0 105.6 143.9 203.1 166.5 200.3 2,155.4

湿度:最高(%) 98 97 96 91 95 97 97 9T 97 97 99 99 97

:最低(%) 53 32 29 3l 46 59 69 69 65 57 EE] 23 48

降水量(mm) 7.5 4.8 8.7 49.0 201.5 107.4 332.4 541.5 118.8 167.0 71.3 7.0 1,616.9

(4)農 業

ルアンプラバン州の1995年の米の生産高は､雨期作23千トン､乾期作3千トン､陸稲

66千トンであり､焼畑による生産が70%を占めている.米以外では､とうもろこし
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6,600トン､さつまいも6,900トン､野菜及び豆類3,500トン､タバコ1,500トン､砂糖き

び2,500トン等が生産されている｡

3.事業の目的

短期的目的

一 小規模港漉の拡大による藩政農地の拡大と､米生産の増大｡

長期的目的

一 農業農村開発による農業生産の安定化､農村貧困の顔和及び焼畑農業の減

少｡

4.事業の基本構想

調査対象地域の面積は､ 16,900km2で､このうち雨期作水田面積約9,000haが直接の

対象となるが､事業計画には産叔施設の建設を伴う新規開拓地区の開発を含むものと

する｡事業の基本構想は次の通りである｡

(1)ルアンプラバン州の焼畑農業地区を除く､約9,000ha及び新規開拓地区の農業農

村開発計画のMnを策定する.本計画には､開拓事業計画､土地利用計画､焼畑

農業定着計画､天水及び藩政農業開発計画､農村開発計画を含む｡

(2) M〝レベルの農業農村開発計画からラオス国の山岳地域の開発モデルとなる優先

事業を選定する｡

(3)優先事業に対してF/Sを実施する.

ラオス国の山岳地域の農業農村開発においては､藩政開発が全てであるが､藩政

開発には費用がかかる.特に貧しい村ほど港瀧を必要とするが､村には金がな

く､国にも金がないと言うジレンマがある｡この状況を解決するための最良案を

提示することがこの事業計画を策定する上で重要なポイントとなる｡即ち､現地

に適合する技術レベルの施設を提案するだけでなく､事業採択の方法､事業費の

負担方法､維持管理の体制等について提案することが重要である｡特に､事業を

持続的に実施できるか否かは事業費の負担方法によると考えられることから､

ⅣGO型の｢購入資材無償提供型｣や､ ｢農業クレジットによる購入資材調達

型｣､ ｢農業クレジットによる資金調達+建設会社による請負施工｣等の方法に

ついて検討する必要がある｡
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LAND COVER ATLAS by LANDSAT EmdalAne&in km2 iLnd (%)

1973 1985 1992

1 Urban/Cities(U) 1 8 1

2 Paddy丘elds(Ar) 844 321 542

3 Recedlngandfloatingricerlelds(AL) 0 0

Subt○tal2-3 (100)844 (38)321 (64)542
4 Uplandcropsonslopeterrain(Au) 127 248 267

5 Swiddenagriculture(As) 0 0 0

6 Orebards(Ao) 0 0 0

7 Plantat1○nOfrubber(Ap) 0 0

8 Fleldcropsontheriverbanknoodedareas

(AV)
115 957 1,467

Subtota14-8 (100)242 (498)1,205 (717)1,734
9 Evergreen forest(Fe) 0 0 0

10 Coni允rousforest(Fc) 0 0 0

ll Deciduous forest(Fd) 0 0 0

12 Mixed forest(Fx) 0 0

13 Secondary forest(Fs) 3 6

Subtotal9-13 0 3 6

14 Floodedforest(Ff) 926 789 706

15 Floodedsecondaryforest(Fsf) 129 22

16 Mangrove forest(Fm) 0 0 0

Subtotal14-16 (100)926 (99)918 (79)728

17 Woodlandsorscatteredtrees(St) 2 14

18 Naturalsbrublands(Sn) 565 350 160

19 Abandonedshrublands(Sa) 65 27

20 Swamps(Ss) 9 0

Subtotal17-20 (100)565 (75)426 (36)201
21 Grasslands(G) 527 0 0

22 GrassSavannah(Gs) 0 0

23 Floodedgrass1ands(Gf) 102 68

24 Abandonedgrasslands(Ga) 0 10

25 Marshes(Gm) 196 0

Subtotal21_皇5 (100)527 (57)298 (15)78
26 Watersurface(W) 336 441 282

27 BarrenlandS(B1) 222 43 91

Grandtota1 3,663 3,663 3,663

Source ; FAO･ UNDP, Mekong Secretariat "Cambodia Land Cover Atlas, 1994,, utilizing
LANDSAT - TM images (1992/ 93) and LANDSAT - MSS images

of(1985 / 87

and 1973 / 76)
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(4)他の山岳地域においても持続的に事業が実施できるように,カウンターパートに

対し技術移転を行う｡

5.総合所見

ラオスは農業生産の面から,メコン河沿いの平野部とそれ以外の地区､即ち山岳地

域に大別される｡農業インフラの面から見ると､平野部はポンプ港叔が多いのに対し

て山岳地填では小規模な堰による取水,潅濃が多く､それぞれの開発形態は異なって

いる｡平野部では､ゲイエンチャン周辺のメコン河からのポンプ藩政,日本の無償援

助で実施されたサヴァナケット州稔合農業農村開発等の開発事業が実施されてきてい

るが､山岳地填では農業省藩政局やNGOにより堰と水路の建設が細々と実施されてい

るに過ぎない｡藩政局は,小規模港洗の導入による農業生産の安定化と農村貧困の凄

和並びに環境間造化している焼畑農業の減少を計るために､そのモデルとなる事業計

画の策定を意図しており､本計画はラオス国にとって緊急性､重要度ともに高いもの

である｡

4･5
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添付資料

1.調査団貞

高橋 宏徳 (秩)三稀コンサルタンツ 取締役

技術管理部参事

2.調査日程

月 日

9月10日(火)

11日(水)

12日(木)

13日(金)

14日(土)

15日(日)

16日(月)

17日(火)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

21日(土)

22日(日)

23日(月)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

28日(土)

29日(日)

30日(月)

行 程

高橋東京発､森山名古屋発､バンコク着

バンコク発､プノンペン着､農林漁業省水利局打合せ, JICA専門家
と協議

資料収集

現地踏査(Cbey Thom)

資料整理

資料整理

現地踏査(メコン河)

大使館表敬

現地踏査(Svay Rieug)

現地踏査( 〃 )

水利局及びJICA専門家と協議

プノンペン発､バンコク着

バンコク発､ヴイエンチャン着

農業省港親局打合せ､ JICA専門家打合せ､ JICA事務所表敬

ヴイエンチャン発,ルアンプラバン着 地方農業局表敬打合せ

現地踏査(Nane郡)

現地踏査(Ⅹieng Nguen郡)

地方農業局報告､ルアンプラバン発､ヴイエンチャン着

JICA専門家打合せ

大使館表敬報告

ヴイエンチャン発､バンコク着

バンコク発､高橋東京着､森山名古屋着



3.面接者

(1)カンボディア王国

(a)在カンボディア大使館

内藤 昌平 大便

O)) JICA事務所

新井 博之 所長

(e)農林漁業省水利局

Mr. Veng Sakhon

Mr. Doh Dona

Mr. Danh Than

河合 尚

奥平 浩

高塚 孝教

後藤 道雄

局次長

港渦:排水技師

Cbiefof Svay Rieng Hydrology

JICA専門家

JICA専門家

JICA調査団

JICA調査団

(2)ラオス共和国

(a)在ラオス大使館

坂井 弘臣 大使

(b) JICA事務所

高畑 恒雄 所長

(e)農林省藩政局

Mr. Langsy Sayvisith

Mr. Thanousay Ounthouang

Mr. Khamh00Phanthavong

Mr. Viengnakhone Oudomsone

米田 博次

娠江 実信

局長

局次長

藩政技師

藩政技師

JICA専門家

JICA専門家

Mr. Bounchanmy Keosavath Luang Prabang 地方農林事務所次長

Mr. Kaysone Vongkhamheng Luang Prabang 地方農林事務所藩政技師

(d)農林省官房

Mr. Khamphiou Vissapra 官房副長官
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カンボディア王国　南東部国道1号線沿い地域農業総合開発計画　斉青虫甲遭l号織沿い地織農雫場合｛発針雪

SvayRieng農林漁業

地方事務所。

取水堰建設候補地点。

ポルポト時代のポンプ場

（現在機能していない）心



地区内にある#lルポト

水路.

水が貯ってklるだけで

耽九ない廿

Fイク粗放候補地点4

Kotqoz)g b荘就計画

rEiUの援助で建旺されたo

水源がベトナム国境q)河

川に依存しているが,〟

イコ川に転換する必要が

ある｡

-II･



カンボディア王国　クサックサー湖地区ポンプ灌漑改修計画　壇濃改犠計脊

ポルポト時代1977年に

膿胞建設されたポンプ場。

（口径600mm×6台）削血出直絹台I

ポンプ場から接続する練石積水路。

F芸完≡芸三脚する
l

l崩壊した土水路と受益
地。



カレボディア王国 チエイトム地区点#喝発計酉

･･I･^:

ボルボト水路は標高差を

敵視しでいることと､土

砂の堆胡により壊能Lて

いない｡

ボルボト水路の分水工

･標高を無視してV､るため
機能Lていない｡

牛の忠常引毎による代かき

と田結え｡

_1V_



ラオス共和国　ルアンプラバン州焼畑対策小規模灌漑計画

焼畑による稲作。

焼畑による稲とチークの

混植糧。

焼畑によるゴマ栽培。



焼畑後、数年放置すると

竹林が形成される。

焼畑（遠景）と低地河川

沿いの水田。

中山間部の水田。



取水堰建設計画候補地の

一つ。

ポンプ灌漑計画。

揚水機場候補地。

既存のポンプ灌漑取水

地点。（施設は破損して

いて機能していない。）
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